
○蹉跎排水区では、平成24年８月の豪雨により床上浸水78棟、床下浸水約1,000棟発生。
○枚方市は、「枚方市蹉跎排水区浸水被害軽減総合計画」を策定し、ハード対策として既往最大降雨108.5 ㎜
/hに対応した施設の整備、ソフト対策として土のうステーションの設置や内水ハザードマップの作成を実施した。

○事業完了から令和４年度までに計画降雨を超過する降雨は無かったものの、雨水貯留管等の整備効果により排
水区における浸水被害の軽減に大きく寄与することを、シミュレーションや現地調査により確認できた。

計画概要と浸水被害軽減効果

計画概要

走谷雨水調整池
V=610㎥

東中振雨水調整池
V=14,600㎥

蹉跎雨水貯留管
V=13,100㎥

土のうステーション設置

浸水被害軽減効果

事業完了後、令和２年度～4年度にかけて、浸水被害軽減効果の確認を実施

調査位置
（No.1、No.2）

下水道施設整備の効果（枚方市蹉跎排水区浸水被害軽減総合計画） 大阪府枚方市
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令和2年度 y= 24.098 X 51.9 56.6 20942.0 8142.0 63.2
令和3年度 y= 26.845 X 46.6 61.9 22903.0 10103.0 78.4
令和4年度 y= 16.277 X 76.8 31.7 11729.0 0.0 0.0
平均 y= 22.212 X 56.3 52.2 19314.0 6514.0 50.6
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y:水位mm
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よって異なる）
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令和2年度 y= 22.939 X 59.5 49.0 18130.0 5330.0 41.4
令和3年度 y= 35.181 X 38.8 69.7 25789.0 12989.0 100.8
令和4年度 y= 20.713 X 65.9 42.6 15762.0 2962.0 23.0
平均 y= 26.765 X 51.0 57.5 21275.0 8475.0 65.8

グラフ
ｙ＝aX

y:水位mm
a:定数（調査年度に
よって異なる）

X:降雨強度mm/h

水位No.1

降雨強度57.5mm/h

(mm/h)

(mm)

No.2

降雨強度
52.2mm/h

(mm/h)

水位
(mm)

水路天端高

水路天端高

蹉跎排水区

：60cm以上

：45cm以上60cm未満

：20cm以上45cm未満

：20cm未満

凡例

：60cm以上

：45cm以上60cm未満

：20cm以上45cm未満

：20cm未満

凡例

貯留施設設置前

貯留施設設置後

水路

農地

水路

：60cm以上

：45cm以上60cm未満

：20cm以上45cm未満

：20cm未満

凡例

：60cm以上

：45cm以上60cm未満

：20cm以上45cm未満

：20cm未満

凡例

貯留施設設置前

貯留施設設置後

水路

農地

水路 ：60cm以上

：45cm以上60cm未満

：20cm以上45cm未満

：20cm未満

凡例

：60cm以上

：45cm以上60cm未満

：20cm以上45cm未満

：20cm未満

凡例

貯留施設設置前

貯留施設設置後

水路

農地

水路

対策前 対策後

【浸水シミュレーション】
主要な浸水の解消を確認

測定機器の設置状況

機能保全水位（20㎝＝200㎜）未満となることを確認

【現地調査】
現地にて調査を実施し、
軽減効果を確認

機能保全水位（20㎝＝200㎜）未満となることを確認


